
　あきる野市では平成14年度に秋留地区、平成21年

度に多西地区、22年度旧五日市地区、23年度に補足

調査と、四ヶ年に渡って市内の石造物の悉皆調査を

行い、『あきる野市の石造物』としてまとめ、報告

しました。旧五日市町地区の石造物については、す

でに石井道郎先生が「郷土あれこれ」（五日市郷土

館発行）の第15号から18号にすばらしい紹介文を書

かれています。したがってここに紹介する石造物は

出来るだけ重複を避けて、旧秋川市を中心にあきる

野市の石造物の注目すべき点を４点だけに絞って報

告しようと思います。

　寒念仏というのは寒の入りから立春までの30日間、

夜の寒さの中、念仏を唱えながら村の中を一巡したり、

お堂に集まって念仏を唱えたりするものです。本来

は僧侶の修行の一つだったものが民間にも現当二世（現

世と死後の世界）の幸福をもたらす行いとして広ま

ったものです。

　あきる野市は江戸時代・明治時代を通じて寒念仏

の盛んなところで、元禄11年（1698）から、大正

７年（1918）までの寒念仏塔が73基残っています。

私が確認した範囲では、あきる野市よりずっと広い

土地を持つ青梅市ですら25基、八王子市では12基に

過ぎません。また、寒念仏を行う村人たちの集まり

である寒念仏講中の活動が極めて活発で、神社に灯

篭や手洗石を寄進したり、交通の安全を願って馬頭

観音を立てたり、庚申待を行って庚申塔を建てたり

しています。73基のうち32基（40％強）がそのよ

うな寒念仏講中によって建てられた馬頭観音や庚申

塔や灯篭などです。厳寒の中を30日間も修行と言っ

てもよいような行をやり通すほどの人たちですから、

村の生活のさまざまな場面で、力を発揮したのでし

ょう。 　



　馬頭観音は128基確認されましたが、そのうち99

基が旧五日市町地区のもので、二つの地域での違い

を最も顕著に表しています。これは旧五日市町地区

のような山村と、旧秋川市地区のような平地の村と

の生活様式の違いによるのでしょうか。

　馬頭観音は馬が秣をむさぼり食うように、私たち

の無知や欲望や罪の原因である煩悩を食い尽くして

くれる仏様として信仰された変化観音の一つです。

観音様は衆生（すべての生きとし生けるもの）が現

に生きており、死後生まれ変わる地獄・餓鬼・畜生・

修羅・人界・天界の六つの世界（六道）に、六種の

観音（六観音―聖・千手・馬頭・十一面・准提また

は不空羂索・如意輪）として姿を現し、その世界の

衆生を救い導くと言われます。その中の畜生道を担

当したのが馬頭観音で、頭の上に馬頭を頂いている

のが特徴です。本来の馬頭観音は私たちの煩悩（心

の中の悪魔）を退治する仏なので、恐い顔をしてい

ます。そしてその力の大きさを表すために、顔を三

つ持っていたり、手も６本や８本あり、斧や剣など

の武器を持った姿で表わされたりします。五日市・

開光院の１面６手の坐像は憤怒相で本来の馬頭観音

の姿を最もよく表していると思います。

　私たちがよく目にする馬頭観音は、１面２手立像

の温和で慈愛に満ちたお顔をしています。それは、

馬頭観音が頭の上に馬頭を頂くところからそう呼ば�

れ、その信仰が庶民の中に広まるときに馬の守り神・

交通安全の守り神として信仰されるようになったた

めです。

　表１は128基の馬頭観音を刻像塔と文字塔、講中

や村中によって建てられたものと個人によって造立

されたものとに分け、30年毎の時期区分で推移を見

たものです。市内においても全国的な傾向である「刻

像塔から文字塔へ」「講・村による造塔から個人に

よる造塔へ」の推移の特徴をはっきりと見て取るこ

とができます。

　市内最後の講中による造塔は五日市・玉林寺上の

地蔵堂前の文字塔ですが、ここには96人もの寄附者

名が刻まれ、五日市と周辺の人々の生活に馬がいか

に大きな役割を果たしていたかがわかります。と同

時に寄付者の中に３件の自動車会社の名があり、馬

による交通の時代が終わりを迎えつつあることを物

語っています。昭和９年（1934）に権田坂に建てら�

れ、昭和60年に現在地に移築されました。



　また、１面２手の立像が圧倒的に多い中、市内に

は１面２手の坐像が２基有ります。１面２手坐像は

多摩地区では私の知る限りでは、隣の日の出町に１基、

桧原村に１基、青梅市ですら１基を数えるのみです。

舘谷の正光寺と森山の岸野家の２基です。特に後者

は珍しい憤怒相で、貴重なものです。

　五輪地蔵というのは地蔵菩薩の一形態ですが、地

蔵の背後に五輪塔（註）が刻まれているので、五輪

地蔵と呼んでいます。

　五輪地蔵は和歌山県の高野山を発祥の地とし、全

国的に分布していますが、その数は極めて少なく、

今のところ高知県に数基、栃木県に１基、江戸川区

に１基、残りの10基はすべて多摩地区です。しかも

その10基の所在地を見ると、

　　横沢・大悲願寺（新義真言宗）……………３基

　　大悲願寺の末寺………………………………３基

　　本末関係にはないが、大悲願寺と交流のあった

　　新義真言宗の寺………………………………２基

　　大悲願寺と交流のあった近隣の臨済宗の寺……

　　…………………………………………………２基

となっています。大悲願寺との深い関係が推察され

ます。造立年を見ると大悲願寺の墓地入口にある寛

延元年（1748）塔が最も古いということがわかり�

ます。この五輪地蔵は、大悲願寺24世の如環が若く

して亡くなった愛弟子菊渕房玉幢のために建てたも

ので、如環は過去帳に「この玉堂の墓石は高野山奥�



ノ院の汗流地蔵尊を模

写したものだ」と記し

ています。多摩地区の

10基の五輪地蔵は大悲

願寺の影響下で作られ

たものと考えてよいで

しょう。その意味で五

輪地蔵はあきる野市を

特徴づける石仏と言え

るでしょう。

　また、油平・福徳寺の五輪地蔵は他の五輪地蔵と

違う特徴を持っています。他の五輪地蔵が舟形光背

といって、舟の形をした光背を持ち、その中に五輪

塔が浮彫りされているのに対して、この福徳寺の五

輪地蔵は舟形光背ではなく、板状の五輪塔を光背と

しています。しかも単体の地蔵ではなく六地蔵です。

きわめて稀少、貴重な石仏です。

　あきる野市内には以上のほかにも、板碑、庚申塔、

順拝塔、道標、灯篭などの奉納物、顕彰碑など、た

くさん見るべきものがありますが、近世の石仏５基

を紹介して結びとさせていただきます。

　①菅生の大聖院

　　　大日如来坐像。人々の幸せと平和な世の中の

　　到来を願って、人々の罪を代わりに背負ってこ

　　の地で即身成仏した大聖院の墓塔。宝永３年�

　　（1706）建立。

　②瀬戸岡・朱陽院の弁才天

　　　頭の上に鳥居とヘビをいただく弁才天の坐�

　　像。もともとはインドの川の神様。水と豊饒の

　　神様で、日本の水と豊饒の神であるヘビ信仰と

　　習合。巳待供養の本尊として祀られました。

　③小川・地蔵堂の鬼子母神

　　　人間の子供をさらって食べるインドの鬼神。

　　お釈迦様に教え諭されて子どもの守り神となり

　　ました。天保10年（1839）。

　④小川・慈眼寺の閻魔大王

　　　おなじみの閻魔さまですが、石造物としての

　閻魔像は極めて少なく、西

　多摩ではこの像が唯一です。

　⑤代継・白滝神社の倶利迦

　　羅不動

　　　不動明王のシンボルで

　　ある剣を飲み込もうとす

　　る竜。白滝神社の横を流

　　れる湧水の守り神（水神）

　　として祀られています。
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